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発刊にあたって 
 

帯広開発建設部長 井田 泰蔵 

 

十勝川は、過去から頻繁に洪水が発生し、人々の生活や経済活動に多大な被害を与えてきまし

た。大正 11年に発生した洪水は、流域の広範囲が浸水する甚大な被害となり、この洪水を契機と

した治水計画を立案し、大正 12年より本格的な治水事業が進められています。令和５年で大正 12

年から 100 年が経ち、現在、流域は市街地が発達するとともに、日本の食糧供給基地として発展

し、豊富な地域の資源がいかされ、管内の食糧自給率が 1300％を超えるとされるなど、日本の食

と観光を支えています。 

しかしながら、平成 28年８月に３つの台風が上陸、さらなる台風が接近し、本川で計画高水位

を超え、直轄の音更川や札内川で堤防が決壊し、甚大な被害が発生するなど、自然災害は激甚化

しています。これを踏まえ、気候変動の影響を考慮した治水計画に変更したところであり、河川

整備等の事前防災対策の加速化に加え、あらゆる関係者が流域全体で行う流域治水の取り組みの

推進が求められています。 

 十勝川治水史につきましては、昭和 48 年にとりまとめられてから 50 年が経過し、この間、治

水計画の見直しを重ねて行い、堤防や掘削、浚渫、護岸等の対策を推進するとともに、十勝ダム、

札内川ダムの建設、木野引堤工事、千代田新水路工事等の大規模で効果的なプロジェクトが遂行

されており、治水の上で大きな進歩がありました。 

そこで、このたび 100 年を契機に、昭和 48 年以降を中心に、50 年間の十勝川の治水を振り返

り、続十勝川治水史として包括的にとりまとめました。昭和 48年の十勝川治水史とあわせ、十勝

川の治水を体系的に理解し、先人の取り組み、歴史から多くを学ぶことができるとともに将来に

向けた有益な示唆が随所に示されているものと感じております。 

最後に、とりまとめにあたってご尽力を賜った、編集委員会の皆様をはじめとする多くの関係

者に厚く御礼申し上げるとともに、このたびとりまとめた続十勝川治水史が、治水そして地域の

発展に資することをご祈念申し上げて、発刊の挨拶とさせていただきます。 

 

 

令和５年 10月 



 

 

   発刊によせて 
  

北海道開発局長 柿崎 恒美 

 

令和５年は、大正１２年に「茂岩から西帯広」区間において、十勝川の本格的な治水事業が始

まってから、１００年目の筋目の年になります。この間、十勝川流域では、昭和３７年 8 月、昭

和４７年 9 月、昭和５６年８月、平成２８年 8 月などの多くの浸水被害が発生しました。こうし

た経験も踏まえて、新水路、堤防、ダム、護岸等の整備を長い年月をかけて進めてきました。こ

のような先人の努力と流域の農地整備等の効果と相まって、十勝川流域は流域内人口約３２万人、

十勝管内農協取扱高３７３５億円、食料自給率１３４０％を有する我が国有数の食料生産地とし

て発展しています。 

しかしながら、平成２８年 8 月に発生した北海道豪雨災害では、十勝川水系など道内各地で河

川氾濫が多発するなど甚大な被害が発生したことは記憶に新しいことです。この豪雨災害の大き

な特徴は、8 月の１週間の間に３つの台風が相次いで北海道に上陸した上に、太平洋側から北海

道に接近した台風１０号によって刺激された前線により、これまでに経験したことのない豪雨を

記録したことです。この豪雨災害を受けて、国土交通省では、令和４年に河川整備基本方針を、

令和５年度には河川整備計画を気候変動の影響を考慮した計画へ見直しました。新しい河川整備

計画では、治水の目標流量が６７００m３/ｓ（帯広）、１４１００m３/ｓ（茂岩）となり、前計画

の目標流量から１．３１倍（帯広）、１．２７倍と大幅に増加することとなりました。この目標を

達成するためには、堤防整備、ダム再生などの取り組みを一層加速するとともに、流域に関わる

あらゆる関係者が協働して対策を行う「流域治水」が必要不可欠であり、本年がその取り組みを

本格的に始める年になるのだと思います。 

新しい河川整備計画が、十勝川治水１００年の記念すべき年に策定できたことは偶然の出来事

ですが、とても重要な意味を持っているように感じます。十勝川流域の関係者の協働した治水対

策によって、十勝川流域が気候変動の影響に適応した地域となり、１００年後も我が国の食料生

産地として益々発展することを祈念し、発刊の言葉とさせていただきます。 

 

令和５年 10 月   



 

 

   発刊によせて 
  

前 北海道開発局長 石塚 宗司 

 

近年、地球温暖化に起因すると思われる極端な気候変動によって毎年全国各地で局所集中豪雨

の増加、台風の巨大化などによる風水害が頻発しています。北海道においても、平成 28 年８月、

観測史上初めて 一週間に３個の台風が上陸し、さらに台風第 10 号の接近により、十勝川水系札

内川、音更川など９河川で堤防が決壊し、79 河川で氾濫が発生し、人的被害に加え、多数の道路、

鉄道の被災、広範囲に及ぶ農地被害、食品加工場の被災により日本の食料供給にも影響を与えま

した。 

 このような気候変動の影響による降雨量の増加等に対応するため、流域全体を俯瞰し、あらゆ

る関係者が協働して水害を軽減させる「流域治水」の実現を図る「流域治水関連法」（通称）が令

和３年に施行され、全国でその本格的実践が図られています。 

 十勝川においても、治水計画を「過去の降雨実績に基づくもの」から「気候変動の影響を考慮

したもの」へと見直し、本格的な治水対策を推進するため、令和４年９月に十勝川水系河川整備

基本方針が変更されるとともに、令和５年３月に河川整備計画を変更したところです。 

 ここ数年の間に、世界は過去に経験したことのない危機と変化に直面しています。国内の食料

供給力の向上や魅力的な観光資源等の重要性は更に増しており、それを支える「生産空間」の維

持・発展を図るためにも、戦略的・計画的に治水事業を推進する必要があります。 

その際、社会変革の鍵となるような新たな革新的技術を導入するフロンティア精神に加え、温故

知新の作業を行うことは、100年先の十勝川の姿を俯瞰するうえでも時宜をえたものと思います。 

一方、翻って前治水史発刊からの５０年を振り返ると、２つのダム事業、浦幌十勝導水路、木野

引堤及び千代田新水路等の河川改修をはじめとする十勝川の治水事業は、携われた多くの先人の

偉業や関係する方々のご理解とご協力を得て、営々と進められ、流域の生命・財産を守るととも

に、豊かな自然環境に恵まれ、日本有数の食料供給基地である十勝川流域の営みを支える基礎と

なったものと確信します。 

 このたび、十勝川の治水事業の歴史が 100 年を経たことを契機に、その歩みや将来にわたる重

要性を後生に伝えるため、関係各位のご努力により「続十勝川治水史」が発刊されることは、ま

ことに喜びにたえません。これを契機に十勝川治水が大きく進展し、十勝川流域の更なる発展に

寄与することを心から願うものです。 

 

 令和５年 10 月   



 

 

   発刊によせて 
  

北海道知事 鈴木 直道 

 

この度の「続十勝川治水史」の編纂にご尽力された関係者の皆様に深く敬意を表します。 

先人たちのたゆまぬご努力により治水対策が大きく進んだ十勝川は、この十勝の地を我が国を

代表する食料供給地に発展させてきました。また、森と海を結ぶ十勝川の豊かで清らかな水は、

流域の人々の暮らしに潤いと安らぎを与えるとともに、多様な生物を育む場となるなど、十勝の

風土や文化を形成する大きな源となってきました。 

十勝川の本格的な治水事業は大正 12 年に始まり、今年で 100 周年という大きな節目を迎えまし

た。十勝川沿いの土地は肥沃であったものの、川の蛇行は激しく、中流部から下流部にかけては

低平地が広がるなど洪水被害を受けやすい土地であり、明治時代に入植した開拓民にとって十勝

川の治水は悲願でした。 

戦時中には、工事の一時中断や規模縮小などの影響を受けた時期もありましたが、改修工事は

着実に進められ、近年では、河川流域の関係者が協働して行う流域治水に取り組まれるとともに、

本年３月には、これまでの洪水被害を踏まえて十勝川水系河川整備計画が見直されるなど、未来

を見据えた治水対策に取り組まれています。 

近年、全国的に気候変動に伴う自然災害が頻発化・激甚化しており、本道においても、平成30

年７月豪雨により、多くの河川で氾濫被害が発生したほか、十勝管内では、平成28年に連続して

上陸・接近した台風に伴う記録的な豪雨により、道路や農地が浸水するなどの甚大な被害を受け

ました。 

 こうした中で、道といたしましては、十勝管内はもとより、道内各地において、河道の掘削や

治水ダムの再生、利水ダムの事前放流などの流域治水に取り組むとともに、水害リスク情報の空

白域を解消するため、周辺に住宅などがあるすべての河川において洪水浸水想定区域の指定を行

うなど、道民の皆様の命を守るための取組を進めており、引き続き、国や市町村、関係機関等と

緊密に連携しながら、ハード・ソフトが一体となった水災害対策を推進し、災害に強い北海道づ

くりを進めてまいります。 

 結びに、「続十勝川治水史」の発刊を契機に、十勝川の治水にご尽力された先人たちの想いが次

の世代に引き継がれ、十勝川とともに地域がますます発展されることを心より祈念し、お祝いの

ご挨拶といたします。 

 

                                   令和５年 10 月 

 



 

 

   発刊によせて 
 

十勝川治水促進期成会 会長 米沢 則寿 

 

治水事業は、多発する災害から住民の生命と財産を守り、安全で豊かな国土を形成し、活力あ

る経済社会と快適な住民生活を実現する生活基盤の中でも、最優先で整備すべき根幹的事業と考

えています。 

十勝川流域に位置する十勝管内１７市町村で構成する十勝川治水促進期成会は、「十勝川の恒久

的な治水事業を促進するため、強力な施策の積極的導入をし、災害の絶無を期し、もって民生の

安全を図ること」を目的に平成４年に設立され、今日まで活動を実施してきています。 

このたび、北海道開発局より「続十勝川治水史」が発刊されますことは、先人たちのこれまで

の努力の足跡を辿るとともに、今後の十勝川流域のさらなる発展と防災意識の向上を目的とした

治水事業の推進に役立つものになることであり、心から感謝申し上げます。 

十勝では、平成２８年の台風被害が記憶に新しいところですが、十勝川と共に歩んだ歴史は、

明治時代に開拓が始まって以降、大雨の度に氾濫を繰り返す水との闘いでありました。 

幾多の困難を乗り越え、水を治めてきた先人の弛まぬ努力により、今日の十勝の発展や、住民

生活の安全・安心が築かれ、水とみどり豊かな河川空間が形成されています。また、治水対策は、

食料安全保障の観点からも大変重要なものと捉えています。 

今日まで治水事業に従事されました先人たちのご苦労をしのび、その偉業を讃えるとともに、

北海道開発局、帯広開発建設部ならびに各関係機関に心から感謝申し上げます。 

今後も地域の声を受け止め、十勝川流域が一体となった治水対策を促進し、地域の賑わいや観

光に資する河川環境の創出に向けて、特段のご高配を賜りたいと存じます。 

終わりに、本治水史の発刊を心からお祝い申し上げますとともに、関係各位におかれましては

今後とも治水事業に深いご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

                                  令和５年 10 月 

 



 

 

   発刊によせて 
  

十勝川治水史編纂委員会相談役  舘谷 清 

 

「十勝川治水史」が出されて（1973年）以来50年の歳月が経過し、このたび十勝川治水百年を

迎えることになりました。 

「十勝川治水史」は当時北海道の直轄河川治水史の先端を行くもので、その後の各河川治水史

の参考になったものです。 

この 50 年間で日本経済は高度成長から低成長へ、自然現象は気候激変時代と河川をめぐる環

境は大きく変わって来ましたが、その中でも当事者の努力で十勝川の治水事業は間断なく進めら

れ治水百年を迎えられました。 

私見ですが、昭和40年、50年代に作られた治水計画は概成しているのではないかと思われる状

況です。 

最近、気候激変へ対応して全国に先駆けて新しい計画策定が進んでいる様で、この機会に従来

の治水百年を振り返って「続十勝川治水史」が出版されることは誠に時宜にかなったことで感慨

深い思いです。 

この百年間十勝川の治水に貢献された官民の多くの皆様に敬意を表して。 

 

 

                                  令和５年 10 月 
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